
(休み・副審) 40 (休み・副審) 2

19 × 1 17 × 3

18 (休み・主審) 16 (休み・主審)

(休み・副審) 16 (休み・副審) 18

39 × 17 37 × 19

38 (休み・主審) 36 (休み・主審)

選手は、番号に沿って移動しながら試合を行う。

本部に向かって右側を赤、左側を白とする。

帯同審判は、自身のチームの一つ前の試合を担当する。

主審は白チームの帯同審判、副審は赤のチームの帯同審判の二審制とする。

錬成会要領



出口 出口

40 2 4 6 8 入

口

19 × 1 17 × 3 15 × 5 13 × 7 11 × 9

18 16 14 12 10

20 22 24 26 28

39 × 21 37 × 23 35 × 25 33 × 27 31 × 29

入

口

38 36 34 32 30

出口 出口

主審（白のチームの帯同審判） 副審（赤のチームの帯同審判）

錬成会配置図

本部席


